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CLOSE UP

平成29年度新人教育集合研修を開催しました
OMICHI ACADEMY

2nd International Brain Stimulation Conference 2017
回復期リハビリテーション病棟協会　第29回研究大会in広島
医療事故調査制度に係るトップセミナー
OMICHI SCRAMBLE

医療介護従事者として求められるコミュニケーション方法や大道会の役割・取り組みを学ぶ

音楽鑑賞会を開催しました
第41回 病院職員永年勤続表彰者
第5回 地域ケアマネ向け勉強会を開催しました
INFORMATION

荒井院長就任のお知らせ
森之宮病院診療部形成外科 藤原貴史医師の論文が医学ジャーナル”Journal 
of Plastic, Reconstructive & Aesthetic Surgery”に掲載されました



CLOSE UP

　
3
月
27
日
、28
日
、30
日
、31
日
の
4
日
間
、

平
成
29
年
度
の
新
人
教
育
集
合
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
研
修
は
、新
人
職
員
が
ス
ム
ー

ズ
に
現
場
で
業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

30
年
以
上
前
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、大

道
会
職
員
と
し
て
働
く
う
え
で
必
要
な
知

識
、ス
キ
ル
、考
え
方
等
幅
広
い
分
野
の
内
容

を
学
び
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、「
経
営
層
か
ら
新
入
職

員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、「
地
域
で
患
者
さ
ん

を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」、「
新

生
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
が
目
指
す
も
の
」の

3
つ
の
テ
ー
マ
に
注
目
し
ま
す
。

　
研
修
初
日
は
、天
野
常
務
理
事
の
講
義
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、大
道
会
の
よ
り
良
い
病
院

づ
く
り
を
す
る
姿
勢
や
新
人
に
求
め
ら
れ
る

ポ
イ
ン
ト
等
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、宮
井
副

理
事
長
か
ら
は
、昨
年
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
を
見
据
え
て
見
直
さ
れ
た
森
之
宮

病
院
の
理
念
や
基
本
方
針
等
の
説
明
が
あ

り
、果
た
す
べ
き
森
之
宮
病
院
の
役
割
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
道
理
事
長
は
、「
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
新
人

経
営
層
か
ら

新
入
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
で
患
者
さ
ん
を
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

新
生
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
が

目
指
す
も
の

平
成
29
年
度
新
人
教
育
集
合
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

医
療
介
護
従
事
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
大
道
会
の
役
割・取
り
組
み
を
学
ぶ

平
成
29
年
4
月
に
大
道
会
へ
入
職
し
た
94
名
の
新
人
職
員
を
対
象
に

今
年
度
も「
新
人
教
育
集
合
研
修
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
の
目
的
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

に
望
む
こ
と
」と
題
し
、「
正
確
な
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
た
め
に
、新
人
は
こ
の
１
年
間
、

誰
に
何
を
聞
い
て
も
よ
い
特
権
が
あ
る
」と

新
人
職
員
へ
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

　
地
域
支
援
事
業
の
講
義
で
は
、モ
ニ
タ
ー

会
や
健
康
教
室
、オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
等
、

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
講

義
で
は
、脳
性
ま
ひ
セ
ン
タ
ー
の
構
想
や
多

職
種
間
の
連
携
の
重
要
性
、情
報
共
有
を
強

化
し
て
い
く
た
め
の
大
道
会
流
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
の
荒
井
新
院
長
の
講

義
で
は
、2
0
0
7
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
、
10
年
目
を
迎
え
た
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

は
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と「
障

が
い
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
２
つ
を

柱
に
、新
た
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、今
後
は
、乳
児
か
ら
成
人
に
至
る
、脳

性
ま
ひ
が
あ
る
方
に
生
涯
を
通
じ
て
継
続
的

な
医
療
を
提
供
で
き
る
脳
性
ま
ひ
セ
ン
タ
ー

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
保

健
所
や
支
援
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、子

供
達
が
遊
園
地
に
来
る
よ
う
な
感
覚
で
通
院

で
き
る
病
院
づ
く
り
等
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
新
入
職
員
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
鎖
ゲ
ー
ム

で
は
、役
割
分
担
を
行
い
、連
携
を
と
る
こ
と

で
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た
り
、医
療
業
界

に
必
要
な
接
遇
講
習
を
通
し
て
、社
会
人
と

し
て
の
基
礎
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、大

道
会
の
職
員
と
し
て
地
域
の
医
療
・
介
護
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

新生ボバース記念病院の長期展望や今後、医療職に求めら
れる力等について学びました

理事長の新人時代の貴重な話を皆さん熱心
に聞きいっていました

鎖ゲームで、次々と条件が付く中、チームと
しての力を引き出すことが求められました

実際にあった相談事例をもとに
意見を出し合いました
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　天野常務理事の「新人に望む10のポイント」で、心がけよう
と感じた事は「小さくても何か一つ目標を持ち、達成時期の
ゴールを決める」という事です。一つ一つ達成し続けることで
大きな成果が得られる事を学びました。また専門的な分野に
特化している「I字型人間」から脱却し、専門性と知識をバラン
ス良く身につけている「T字型人間」が必要とされていること
を知り、これから1年間、分からない事は聞き深い専門性に加
えて幅広い知識を蓄え、実りある年にしていきたいと思いま
した。

新人職員 研修レポート 新人職員が研修後、提出したレポートの中から、抜粋して紹介します。

森之宮病院診療技術部薬剤科宮田 彩加

深い専門性に加えて幅広い知識を蓄え、
実りある1年にしていきたいです

　医療社会事業課藤井課長の講義の「大道会が行う地域支援
事業について」では、地域住民に寄り添った取り組みが紹介さ
れました。特に「モニター会」では、地域住民の意見を聴いて思
いを受け取り、その場で返事・対応までしていることには驚き、
この行動力こそが、大道会の基盤にあるのだと知りました。そ
の他、大道会が築いてきた様々な活動や社会への積極的な働
きかけなども知ることができ、関わっていきたいと思いまし
た。そして、自分ができることは何か、自分にしかできなこと
は何かを考え、常に向上心を持って、何事にも取り組んでいき
たいと思います。

篭谷 麻依子

大道会が取り組んできた地域住民に
寄り添った活動を知ることができました

　ボバース記念病院荒井院長の講義では、ボバース記念病院
がめざしている、脳性まひの分野に対してより専門的に深く、
期間として長く一生涯を見据えて患者さんに寄り添うことが
できる新体制について学ぶことができました。ボバース記念
病院に配属される私は、セラピストとして脳性まひの方に関
わることができる環境で働くことに大きな期待を抱いていま
す。さらに幅広い知識や技術などを多く習得するため、荒井院
長の下で向上心を持つ同じ職員の方々と、日々高めあってい
きたいと決心しました。

ボバース記念病院リハビリテーション部
作業療法科

介護老人保健施設グリーンライフ
事務サービス部地域課

二之宮 慶絵

ボバース記念病院の新体制について
学ぶことができました

　グループワークの講義では、医療職に求められるコミュニ
ケーションの基礎を学ぶことができました。伝えたいことを
相手に確実に理解してもらう為に、抜け・モレのない説明方法
の1つである「5W2H」で文章作成を練習しました。また、会話
では相手の目を見て、ボディーランゲージを取り入れること
で、より伝わりやすくなることが分かりました。相手に、分か
りやすいように「伝える」工夫をすることは、思いやりにも繋
がると思いますので、学んだことを活かし、円滑なコミュニ
ケーションを心掛けたいです。

岸本 枝里子

相手が分かりやすいように伝えることが
重要であると学びました

森之宮クリニック企画広報部

は
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と「
障

が
い
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
２
つ
を

柱
に
、新
た
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、今
後
は
、乳
児
か
ら
成
人
に
至
る
、脳

性
ま
ひ
が
あ
る
方
に
生
涯
を
通
じ
て
継
続
的

な
医
療
を
提
供
で
き
る
脳
性
ま
ひ
セ
ン
タ
ー

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
保

健
所
や
支
援
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、子

供
達
が
遊
園
地
に
来
る
よ
う
な
感
覚
で
通
院

で
き
る
病
院
づ
く
り
等
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
新
入
職
員
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
鎖
ゲ
ー
ム

で
は
、役
割
分
担
を
行
い
、連
携
を
と
る
こ
と

で
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
た
り
、医
療
業
界

に
必
要
な
接
遇
講
習
を
通
し
て
、社
会
人
と

し
て
の
基
礎
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、大

道
会
の
職
員
と
し
て
地
域
の
医
療
・
介
護
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

本部管理部　井山管理部長
「未来創造プロジェクトに
ついて」 
  

森之宮病院看護部　正壽副部長
トレーナー講義①
「社会人に必要なコミュニケー
ションの基礎」  
   

森之宮病院看護部
柴田副部長
福井副部長
舘川科長
トレーナー講義②
「社会人に必要なコミュニケー
ションの基礎」  
  

    
森之宮病院
医療社会事業課　藤井課長
地域医療連携室　杉浦課長
トレーナー講義③
「社会人に必要なコミュニケー
ションの基礎」

帝国ホテルクリニック
企画広報部　貝塚課長
森之宮病院事務部　下里主任
トレーナー講義④
「社会人に必要なコミュニケー
ションの基礎」

大道理事長
「経営トップから新人に望むこと」 
 

森之宮病院歯科診療部
旭部長
「両病院の歯科診療について」

森之宮病院看護部
感染管理認定看護師　
吉田科長「院内感染について」

森之宮病院事務部　水谷課長
「診療報酬・保険のしくみ
～あなたが受診するときのために～」

本部管理部人事課　上野課長
「個人情報保護、就業規則、
ハラスメント、人権、社会保険に
ついて」

森之宮クリニック企画広報部
荒木課長（医療コンシェルジュ）
「接遇講習　～患者と顧客対応の
実践～」
  
在宅事業部　安井統括管理者
「大道会の在宅関連事業
について」

大道クリニック　片山事務長
「人工透析について」

互助会　長尾会長（H28年度会長）
「互助会活動について」

森之宮クリニック　吉田部長
「森之宮クリニックの
官民協調事業について」

宮井副理事長
「森之宮病院が
目指すもの」

森之宮病院事務部
理事長秘書　
川谷主任
（医療コンシェルジュ）
「接遇講習　～敬語について～」

本部渉外担当
峰部長
三登課長
「医療機関における
防犯・防災について」
 

城東消防署
「防災について」

城東警察署
「防犯について」

各施設に配属

入職式

オリエンテーション
（新人研修を受講するにあたって）

天野常務理事
「新人に望む10のポイント
　　社会医療法人の使命と役割」

グリーンライフ
濱田施設長
「介護老人保健施設グリーンライ
フについて」  
 

 
ボバース記念病院
荒井院長
「新生ボバース記念病院が目指す
もの」 

  
森之宮病院
医療社会事業課
藤井課長
「大道会が行う地域支援事業につ
いて」

帝国ホテルクリニック
健診部内科　沖永医長
「メンタルヘルスケアについて」

3月27日（月）

研
修
内
容
・
講
師

3月28日（火） 3月30日（木） 3月31日（金）

平成29年度新人教育集合研修プログラム
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O M I C H I
A C A D E M Y

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
のN

H
 H
esperia 

T
ow
ers

で
、出
版
社
で
あ
るELSEVIER

主
催
の「2nd International B

rain 
S
tim
u
lation

 C
on
feren

ce 2017

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
8
0
0

名
で
、基
調
講
演
8
演
題
、シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
81
演
題
、一
般
演
題
が
ポ
ス
タ
ー
形
式

の
み
で
4
8
0
演
題
で
し
た
。

　
私
は
3
年
半
ぶ
り
に
演
者
と
し
て
参
加

し
、ポ
ス
タ
ー
に
て「Spike-tim

ing de-
pendent plasticity at spinal m

oto-
neurons; 

脊
髄
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ミ

ン
グ
依
存
性
可
塑
性
」を
発
表
し
ま
し
た
。

2
年
間
、毎
月
3
日
ほ
ど
福
島
県
立
医
科

大
学
へ
通
い
、実
験
し
た
デ
ー
タ
の
一
部

を
ま
と
め
た
内
容
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
発
表

ポスター発表を行った
山下科員

非
侵
襲
的
な
新
し
い
ヒ
ト
で
の

脊
髄
可
塑
性
誘
導
方
法
を
発
表

日
程
…
平
成
29
年
3
月
6
日
〜
8
日

場
所
…
ス
ペ
イ
ン
　
バ
ル
セ
ロ
ナ

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科

（
４
月
よ
り
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

療
養
サ
ー
ビ
ス
部
1
科
）

発表報告

山
下 

彰

2nd International 
B
rain Stim

ulation 
C
onference 2017

医
療
安
全
推
進
体
制
を
再
考
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
た

日
程
…
平
成
29
年
2
月
2
日

場
所
…
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

診
療
技
術
部

薬
剤
科
科
長

参加報告

稲
井 

敬
子

医
療
事
故
調
査
制
度
に
係
る

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、新
し
い
非
侵
襲
的
な
一
次
運
動
野

へ
の
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
と
末
梢
神
経
へ
の

電
気
刺
激
と
の
連
合
性
ペ
ア
刺
激
を
用
い

て
、ヒ
ト
で
の
脊
髄
可
塑
性
誘
導
方
法
の

有
用
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
学
会
で
は
、他
国
の
演
者
達
と
多
く

議
論
が
で
き
、今
後
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
発
表
の
評
価

は「G
reat D

ata

」「
早
く
論
文
に
し
て
送

っ
て
欲
し
い
」と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、磁
気
刺
激
系
の
実
験
で
は
世
界

N
o
・
1
の
研
究
資
金
と
業
績
を
残
し
て

い
る
U
C
L（
ロ
ン
ド
ン
大
学
）を
は
じ

め
、そ
の
他
欧
米
の
著
名
な
研
究
者
か
ら

有
益
な
意
見
や
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
も
頂

き
、感
無
量
で
し
た
。
数
あ
る
ポ
ス
タ
ー

の
中
か
ら
、わ
ざ
わ
ざ
調
べ
て
見
に
来
て

頂
い
た
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
も
、福
島
県
立
医
科
大
学
の
宇

川
教
授
の
ご
指
導
と
偉
大
な
業
績
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
今
後
も
地
道
に
研
究
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
研
究
大
会
の
テ
ー
マ
は「
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

で
、私
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
お
い
て
、「
疼

痛
改
善
や
意
思
疎
通
獲
得
を
目
指
し
た
チ

ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ 

〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
再
獲
得
に
よ
り
リ
ハ
介
入
が
効
率

的
に
な
っ
た
重
度
機
能
障
害
の
一
例
〜
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ま
だ
若
い

の
に
重
い
運
動
障
害
が
生
じ
た
方
で
、入

院
当
初
は
全
く
話
が
で
き
ず
、自
分
で
は

ほ
と
ん
ど
動
け
な
い
た
め
筆
談
も
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。緊
張
が
強
か
っ
た
た
め
、

寝
た
姿
勢
で
少
し
頭
を
挙
げ
た
り
姿
勢
を

変
え
た
り
す
る
だ
け
で
も
痛
み
を
訴
え
ら

れ
、看
護
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ベ
ッ
ド
上

で
姿
勢
を
設
定
し
た
り
、車
椅
子
に
座
る

こ
と
を
試
み
た
り
し
て
も
、泣
き
叫
ん
だ

り
介
助
者
を
叩
い
た
り
し
て
強
く
拒
否
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
主
な
阻
害

因
子
は
動
か
さ
れ
た
時
の
痛
み
と
介
入
に

対
す
る
恐
怖
感
で
あ
る
と
考
え
、チ
ー
ム

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い
て
多
職
種
が
連

携
し
た
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
医
師
は
内

服
薬
を
用
い
て
身
体
の
緊
張
を
軽
減
し
、

看
護
師
は
リ
ハ
ビ
リ
場
面
に
同
席
し
て
精

神
的
な
不
安
を
和
ら
げ
ま
し
た
。
セ
ラ
ピ

ス
ト
は
緊
張
の
緩
和
や
関
節
可
動
域
拡
大

を
進
め
る
と
同
時
に
、自
ら
で
き
る
こ
と

を
広
げ
て
意
欲
を
高
め
、痛
み
や
不
安
等

を
う
ま
く
伝
え
る
た
め
の
工
夫
を
考
え
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、比
較
的
う
ま

く
動
か
せ
る
右
手
を
用
い
て
、受
傷
前
に

日
程
…
平
成
29
年
2
月
10
日
・11
日

場
所
…
広
島
国
際
会
議
場

リ
ハ
ビ
リ
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
発
表

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科

発表報告

川
口 

未
央

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
協
会

第
29
回
研
究
大
会
in
広
島

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
座
っ
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
す
る
こ
と
が
目
標

に
な
り
、徐
々
に
座
る
時
間
が
増
え
、看

護
師
や
友
人
と
の
交
流
が
豊
か
に
な
り
、

リ
ハ
ビ
リ
や
車
い
す
移
動
へ
の
意
欲
が
高

ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
症
例
を
通
し
、各

職
種
の
目
標
と
行
動
を
明
確
に
し
た
チ
ー

ム
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
こ
と
や
、混
乱

期
の
改
善
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
は
親
和
性
が
高
く
、興
味
の
向
き
や

す
い
ツ
ー
ル
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。ま
た
残
存
能
力
を
生
か
し
、

疼
痛
に
配
慮
し
な
が
ら
段
階
的
に
機
能
性

を
向
上
す
る
環
境
設
定
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
今
大
会
で
は
、他
院
で
の
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
や
多
職
種
の
視
点
を
生
か
し
た
介

入
例
の
報
告
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
、自

分
の
引
き
出
し
も
広
が
り
ま
し
た
。
今
回

学
ん
だ
事
を
日
々
の
業
務
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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各
医
療
機
関
の
管
理
者
等
を
対
象
に
、

院
内
医
療
事
故
調
査
の
基
本
的
事
項
の
習

得
を
目
的
と
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
10
月
よ
り
医
療
事
故
調
査
制

度
が
施
行
さ
れ
、１
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、医
療
事
故
が
発
生

し
た
医
療
機
関
で
院
内
調
査
を
行
い
、そ

の
調
査
報
告
を
民
間
の
第
三
者
機
関（
医

療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）が
収
集
・

分
析
す
る
こ
と
で
、再
発
防
止
に
つ
な
げ

医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
お
け
る
医
療

事
故
の
判
断
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
医
療

に
起
因
す
る
も
の
」と「
管
理
者
が
予
期
し

な
か
っ
た
も
の
」が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、

以
下
の
4
点
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。「
予

期
し
て
い
た
な
ら
ば
必
ず
対
応
策
は
と

る
」、「
当
事
者
が
死
亡
を
予
期
し
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、急
変
等
の
前
に
予
期
し
、

家
族
へ
の
説
明
・
了
解
は
原
則
で
あ
る
」、

「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
で
は
、

十
分
な
説
明
や
そ
の
内
容
の
納
得
・
了
解

が
必
要
で
、記
録
に
残
す
こ
と
が
大
事
で

あ
る
」、「
病
態
悪
化
の
把
握
や
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
等
で
対
応
の
検
討
を
し
て
も
、そ

の
記
録
や
家
族
へ
の
説
明
が
な
い
場
合

は
、予
期
し
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
病
院
管
理
者
は
、医
療
事
故
調
査
の
要

点
で
あ
る
報
告
体
制
と
し
て
報
告
連
絡
ル

ー
ト
の
整
備
、初
期
対
応
体
制
と
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、遺
族
対
応
が
適
切
に

な
さ
れ
る
体
制
作
り
等
に
つ
い
て
事
前
に

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

院
内
調
査
を
実
施
す
る
際
の
注
意
点
と
し

て
、「
個
人
の
先
入
観
で
の
判
断
で
は
な

く
、院
外
委
員
が
加
わ
る
調
査
制
度
の
活

用
を
考
慮
す
る
」、「
１
回
の
院
内
事
故
調

査
だ
け
で
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、報

告
書
の
作
成
過
程
で
審
議
の
熟
成
を
図

る
」、「
聞
き
取
り
調
査
は
大
事
で
あ
る
が

そ
の
時
期
や
心
情
へ
の
配
慮
等
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
複
数
の
事
例
が
演
習
と

し
て
挙
げ
ら
れ
、こ
の
医
療
事
故
調
査
制

度
へ
の
該
当
の
有
無
は
参
加
者
の
中
で
も

考
え
方
が
様
々
で
し
た
。「
医
療
に
起
因

す
る
も
の
」と「
管
理
者
が
予
期
し
な
か
っ

た
も
の
」と
い
う
前
提
を
よ
く
理
解
し
、

個
々
の
該
当
事
例
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
医
療

安
全
管
理
者
と
し
て
、該
当
事
例
が
発
生

し
た
時
に
も
、ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
こ
の
研
修
に
参
加
し
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
対
人
力
」に
つ
い
て
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、人
が
育
つ
職
場
づ
く
り
で
す
。

「
一
見
た
だ
の
写
真
に
見
え
て
も
、見
方

を
変
え
る
と
違
う
物
が
見
え
て
く
る
」と

い
う
話
の
中
で
、相
手
で
は
な
く
自
分
自

身
が
変
わ
れ
ば
、相
手
の
存
在
が
変
わ
る

と
い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。
見
た
目（
固

定
観
念
）に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、そ
の
人
に
合
っ
た
能
力
・
仕
事
を
、そ

の
人
自
身
に
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
自

分
の
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
学
び
、1

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
始
ま
り（
個
人
の
成
長
＝
職
場

の
成
長
）な
の
で
、私
自
身
も
1
人
ひ
と

り
が
成
長
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
、人
は
６
つ

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
に
分
類
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ

考
え
方
や
行
動
の
仕
方
等
タ
イ
プ
が
違
う

た
め
、お
互
い
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。お
互
い
の
個
性
・

価
値
観
を
認
め
る
こ
と
で「
対
人
力
」が
向

上
し
、よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
育
つ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
よ
り
良
い
看
護

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、自
分
の
考
え
だ

け
で
な
く
相
手
の
意
見
や
考
え
を
少
し
受

け
入
れ
、行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
3
つ
目
は
、

相
手
に
影
響
を
与
え
る
方
法
で
す
。
伝
え

た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
時
は
、そ
の

時
々
に
応
じ
言
い
方
や
態
度
を
変
え
て
み

対
人
力
と
は
何
か

研
修
を
機
に
改
め
て
考
え
た
い

日
程
…
平
成
28
年
12
月
13
日

場
所
…
大
阪
府
病
院
年
金
会
館 

森
之
宮
病
院
看
護
部

３
階
病
棟

参加報告

横
田 

彩

あ
な
た
が
変
わ
れ
ば

チ
ー
ム
が
変
わ
る

〜
メ
ン
バ
ー
の
行
動
を
変
え
る

対
人
力
ア
ッ
プ
の
近
道
〜

る
こ
と
で
、相
手
に
よ
り
効
果
的
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
誰
か

を
責
め
る
際
、人
を
指
さ
す
指
の
う
ち
３

本
は
自
分
に
向
い
て
い
る
た
め
、『
人
に

助
言
・
指
導
す
る
際
は
３
倍
自
分
を
見
る

こ
と
が
大
切
』と
の
話
が
あ
り
、何
か
あ

っ
た
時
に
誰
か
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
こ
う
と
感
じ
ま

し
た
。
最
後
に
、「
社
会
的
手
抜
き
」を
防

ぐ
方
法
で
す
。
綱
引
き
を
１
人
で
引
っ
張

る
よ
り
も
、複
数
で
引
っ
張
る
と
1
人
の

力
が
弱
ま
る
と
い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は「
社
会
的
手
抜
き
」と
言
わ
れ
、

仕
事
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
現
象
が
起

こ
り
得
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が「
多
様
性
」と「
自
律

性
」を
意
識
し
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
、そ
の
分
野
の
知
識
や
技

能
を
、持
続
的
な
相
互
作
用
を
通
じ
て
深

め
て
い
く
集
団
の
こ
と
を「
実
践
共
同
体
」

と
言
い
、そ
れ
が
実
践
さ
れ
る
と
組
織
も

個
人
も
成
長
す
る
と
考
え
ら
れ
、看
護
の

仕
事
も
実
践
共
同
体
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
、対
人
力
と
は
何
か
を

改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
自
分
の
行
動
を
少
し
ず
つ
で
も
変

え
て
い
き
、相
手
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、

相
手
の
思
い
や
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な

力
を
身
に
付
け
、さ
ら
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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病院職員永年勤続表彰で5名の職員が受賞

音
楽
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
し
た

初
詣
に
行
き
ま
し
た

　
一
般
社
団
法
人
大
阪
府
病
院
協
会
が
主
催
す
る
病

院
職
員
永
年
勤
続
表
彰
は
、昭
和
52
年
よ
り
協
会
員
の

病
院
に
勤
続
す
る
職
員
の
中
か
ら
勤
続
20
年
を
迎
え

た
優
秀
な
職
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
ま
で

で
延
べ
3
4
4
1
病
院
、1
万
8
4
9
0
名
に
表
彰
状

を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
大
道
会
か
ら
5
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
21
日
、表
彰
式
が
大
阪
府
病
院
年
金
会

館
で
行
わ
れ
、森
之
宮
病
院
の
診
療
部
医
療
社
会
事
業

課
の
藤
井
課
長
が
代
表
と
し
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
質
の
向
上
と
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

第
41
回 

病
院
職
員

永
年
勤
続
表
彰
者

サンローズ
オオサカ

法人全体

森之宮病院

　
平
成
28
年
11
月
16
日
、森
之
宮
病
院

１
階
こ
も
れ
び
広
場
で
、入
院
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
が
大
勢
集
ま
っ
た
中
、合

唱
の
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
、男
女
７
人
構
成
の
合
唱
集

団「E
n
sem

b
le M

u
sicu

s

（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ム
ジ
ク
ス
）」の
方
々
を
お
招
き

し
、ア
カ
ペ
ラ
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
英

語
詩
の
讃
美
歌
や
、
い
つ
も
歌
っ
て
下

さ
る『
ふ
る
さ
と
』等
、約
30
分
間
、広
場

い
っ
ぱ
い
に
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　
歌
っ
て
下
さ
る
歌
の
一
曲
一
曲
に
心

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、終
わ
る
た
び
に

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
真
剣
に
聞
き
入
り
、心
安
ら
ぐ
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
画
像
診
断
部
画
像
診
断

科
　
居
倉
か
え
で
）

音楽鑑賞会の様子

　
1
月
20
日
、石
切
神
社
に
初
詣
に
行
き

ま
し
た
。
午
前
中
に
降
っ
て
い
た
雨
も
止

み
、天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
神
社
に

到
着
す
る
と
、神
妙
な
面
持
ち
で
お
参
り

を
さ
れ
、お
み
く
じ
の
結
果
に
一
喜
一
憂

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
参
り
後
の
喫
茶
店

で
は
何
を
飲
食
さ
れ
る
か
盛
り
上
が
り
、

い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
や
久
々
の
外
出
を
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」、「
や
っ
ぱ
り
お
正
月
に
初
詣
に
行

く
の
は
え
え
事
や
ね
」と
の
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　
サ
ン
ロ
ー
ズ
オ
オ
サ
カ
で
は
、Ｑ
Ｃ
委

員
会
と
し
て
行
事
委
員
会
が
あ
り
、毎
月

ご
利
用
者
に
喜
ん
で
頂
け
る
企
画
を
考
え

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、ご
利
用
者

に
楽
し
み
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
サ
ン
ロ
ー
ズ
オ
オ
サ
カ
介
護
サ
ー
ビ
ス

課
　
森
亮
司
）

おみくじを引いてにっこり

森
之
宮
病
院

診
療
部
医
療
社
会
事
業
課
課
長

藤
井 

由
紀
代

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

言
語
療
法
科
科
長

田
子 

歩

森
之
宮
病
院

診
療
部（
医
療
安
全
担
当
）主
幹

竹
下 

誠
一

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

看
護
部
病
棟
看
護
科
2
階
主
任

江
本 

幸
代

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

事
務
サ
ー
ビ
ス
部

田
井 

知
絵
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頑張っている職員をご紹介します #57

第
5
回 

地
域
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向
け

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

在宅事業部

森之宮クリニック診療技術部

池田 幸弘 科員
　森之宮クリニック診療技術部新人の池田幸弘さん（診療放射線
技師）を紹介します。
　池田さんは岡山県真庭市出身で、好きな食べ物はお婆さんの作
ったオムライスです。スポーツは軟式野球を小学校から大学まで
しており、大学時代にはチームの最優秀選手として表彰を受けて
いる生粋のスラッガーです。クリニックでの仕事ぶりはシャイな
性格で言葉数は少ないですが、受診者さんに対して新人教育集合
研修プログラムのグループワーク講義で習得した5W3Hを意識し
た良好なコミュニケーションで応対しています。受診者さんの気
持ちを第一に考え、望んでいることを実行し、相手が笑顔であり
がとうと言ってくれた時に、この仕事での楽しさとやりがいを感じると話しています。
　多少不器用ですが、何事にも一生懸命で頑張り屋の性格なので、これから良い先輩になってい
くと思います。今後楽しいことだけではなく、困難や乗り越えなければならない壁がどんどん現
れると思いますが、先輩や後輩と力を合わせて色々な経験をし、野球でチームを引っ張っていた
時のキャプテンシーで大道会の大きな柱となることを期待しています。
（森之宮クリニック診療技術部　岡利充）

池田幸弘さん

リハ専門職（PT、OT、ST）の違いについて説明する
堀江課員（訪問看護ステーション東成おおみち／OT）

　
今
回
の
勉
強
会
で
は
近
隣
地
域
か
ら
18
事
業
所
、
30
名
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
」、「
P
T
・

O
T
・
S
T
の
専
門
性
の
違
い
」、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
ケ
ア
の
違
い
」、

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
の
違
い
や

使
い
分
け
」等
に
つ
い
て
、事
例
紹
介
を
混
じ
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、参
加
し
て
頂
い
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、日
頃
困
っ
て
い
る

こ
と
や
地
域
を
支
え
る
為
の
多
職
種
連
携
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
い
、私
達
に
と
っ
て
も
大
変
学
び
の
多
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
勉
強
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、様
々
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
違
い
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
と
い
う
回
答
や
、今
後
の
業
務
に
生

か
せ
る
内
容
だ
っ
た
、と
の
感
想
を
多
数
頂
く
こ
と
が
で
き
、非
常
に
充
実

し
た
勉
強
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
勉
強
会
を
通
し
て
、地
域
が
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
期
待
し
て
い

る
事
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
が
、地
域
を
支
え
る
た
め
に
は
、さ
ら
に
密
に

連
絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
な

多
職
種
間
の
関
係
性
づ
く
り

が
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
の
ご
利
用
者
へ

提
供
で
き
る
よ
う
、今
回
の
勉

強
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
在
宅
事
業
部
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
東
成
お
お
み
ち

平
尾
裕
美
）

キャプテンシーの
申し子
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●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

■社会医療法人大道会
社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
☎06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
☎06（4259）5311

東中浜ケアプランセンター
☎06（6962）3777
レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会福祉法人山水学園

Live30【ライブ・サーティー】

ご寄付・ご寄贈を頂きました
　秋田悦男様（都島区）、村田浩一
様（東住吉区）よりご寄付・ご寄贈
を頂きました。ありがとうござい
ます。有意義に活用させて頂きま
す。

編集後記
　今年も約100名のニューフェイスを法人に迎えることができ
ました。多くの同期生がいることは仕事上でも心強いですし、
プライベートでも楽しみが増えると思います。皆さん！大道会
のニューフェイス達をどうぞよろしくお願いします！
（ボバース記念病院診療技術部画像診断科科長　後藤慎二）

　ボバース記念病院では4月1日付にて今林美喜夫前院長に代わり荒井洋前副院長
が新院長に就任しました。ボバース記念病院は荒井新院長の下、法人各施設との連
携を密にし地域包括ケアシステムに貢献するとともに、脳性麻痺がある方を生涯を
通じて支える病院をめざしていきます。今後ともよろしくお願いします。
（ボバース記念病院事務部部長　田中啓介）

荒井新院長就任のお知らせ

　このたび、私の執筆した論文 ”Vertical breast measurement in East Asian 
women: A guide for mastopexy and reduction to form nonptotic breasts in 
unilateral prosthetic breast reconstruction.” が形成外科では世界的に権威のあ
る英国の医学ジャーナル ”Journal of Plastic, Reconstructive & Aesthetic 
Surgery”（2017; 70: 229-235.）に掲載されました。乳癌術後乳房再建の目的は、欠
損部分を補填し乳房の左右対称性を再現することにあり、しばしば健側乳房の形
態を患側に見合うように修正する手術を行います。その際、手術デザインが非常に
重要で成否を左右するにもかかわらず、これまで確立したデザイン方法はなく術
者の経験に負うところが大きいものでした。そこで我々は詳細な乳房形態の計測
を行い、経験に頼らない誰もが安定した結果を残せる新たな手術デザイン方法を
考案し、発表しました。今後も、汎用でき、かつ再現性のある形成外科手術への発
展の一翼を担いながら日々の臨床に取り組んでいきたいと思います。
（森之宮病院診療部形成外科　藤原貴史）

森之宮病院診療部形成外科 藤原貴史医師の論文が医学ジャーナル”Journal of 
Plastic, Reconstructive & Aesthetic Surgery”に掲載されました
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